system-scheduled-queries
システムに登録されたスケジュールクエリの設定と実行状態を照会します。
コマンドプロパティ
	項目
	説明

	コマンドタイプ
	ドライバークエリ

	必要な権限
	クラスター管理者

	ライセンス使用量
	集計しない

	並列実行
	非対応

	分散実行
	非対応


構文
system-scheduled-queries
出力フィールド
	フィールド
	タイプ
	説明

	type
	文字列
	項目タイプ。常に query

	guid
	文字列
	スケジュールクエリの一意識別子（UUID）

	name
	文字列
	スケジュールクエリ名

	schedule
	文字列
	実行スケジュールを表すCron式

	running
	ブール
	現在実行中かどうか。true の場合は実行中

	enabled
	ブール
	有効かどうか。true の場合は有効

	bootstrap
	ブール
	ブートストラップクエリかどうか。true の場合はサーバー起動時に初回1回実行される

	bootstrap_time
	タイムスタンプ
	ブートストラップクエリ実行完了時刻。bootstrap が false の場合は null

	bootstrap_error
	文字列
	ブートストラップクエリ失敗時のエラーメッセージ。成功または bootstrap が false の場合は null

	save_result
	ブール
	実行結果を保存するかどうか。true の場合は結果を保存

	owner
	文字列
	スケジュールクエリを作成したアカウント名

	description
	文字列
	スケジュールクエリの説明

	query_string
	文字列
	実行するクエリ文字列

	alert_query
	文字列
	アラート条件クエリ文字列。設定されていない場合は null

	suppress_interval
	long
	アラート重複抑制時間（単位：秒）。同一アラートがこの時間内に重複発生した場合はアラートを送信しません。

	skip_while_running
	ブール
	前回の実行が進行中にスケジュールが到来した場合、実行をスキップするかどうか

	mail_to
	文字列
	アラートメール受信アドレス。設定されていない場合は null

	mail_subject
	文字列
	アラートメールの件名。設定されていない場合は null

	created_at
	タイムスタンプ
	作成日時

	metadata
	オブジェクト
	ランタイムメタデータ（ブートストラップ実行結果など）


エラーコード
パースエラー
	エラーコード
	メッセージ
	説明

	95020
	no-read-permission
	クラスター管理者権限がない場合


ランタイムエラー
該当なし
説明
system-scheduled-queries コマンドは、システムに登録されたスケジュールクエリの設定と実行状態を照会します。スケジュールクエリの名前、Cronスケジュール、実行中かどうか、ブートストラップ設定、アラート条件などを確認できます。
bootstrap フィールドが true のクエリはサーバー起動時に初回1回自動で実行され、bootstrap_time と bootstrap_error から実行結果を確認できます。
このコマンドを実行するにはクラスター管理者権限が必要です。
使用例
スケジュールクエリ全件の照会
system-scheduled-queries
システムに登録されたすべてのスケジュールクエリの設定と状態を照会します。
現在実行中のスケジュールクエリを照会
system-scheduled-queries
   | search running == true
   | fields name, schedule, owner, query_string
現在実行中のスケジュールクエリのみをフィルタリングして照会します。
無効化されたスケジュールクエリを照会
system-scheduled-queries
   | search enabled == false
   | fields name, schedule, owner
無効化状態のスケジュールクエリのみをフィルタリングして照会します。
ブートストラップ失敗クエリを照会
system-scheduled-queries
   | search bootstrap == true and isnotnull(bootstrap_error)
   | fields name, bootstrap_time, bootstrap_error
ブートストラップ実行に失敗したスケジュールクエリを照会します。
